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「チャンスを掴むために」 

校長  髙松  政則  

 新型コロナウイルスへの対応に追われた一年でしたが、今年度もまとめの時期がやってきました。一年間、保護

者・地域の皆様には多方面から学校を支えていただきましたことに心から感謝申し上げます。おかげをもちまして

生徒たちは、大きな事故や怪我もなく学校生活を送ることができました。学校運営へのご理解・ご協力ありがとう

ございました。 

今月は赤坂中学校の代表として様々な場面で活躍してくれた３年生を送る、年度末の最大行事「卒業式」が

あります。いつも心優しく後輩思いで、校内の行事等では常にリーダーシップを発揮してくれました。下級生にと

ってはとても頼もしく、頼りがいのある憧れの先輩たちでした。そんな３年生と過ごせる時間もあと少しとなりまし

た。卒業後は自分の夢に向かいそれぞれの道に進んでいくことになりますが、赤坂中学校で過

ごした３年間をたくさんの思い出とともに、精一杯やり遂げたという自信をもって巣立って行

ってくれることを願っています。昨年度に続き卒業生とその保護者の皆さんだけの出席とな

りますが、生徒会メンバーと送辞担当の生徒が 1・２年生を代表して出席します。代表生徒

と教職員で心を込めて送り出してあげたいと思います。  

さて、先日はサッカー元日本代表の石川直宏選手をお迎えして、「チャンスは自分で掴む」、「チャンスを掴め

るための努力を惜しまない」等のお話をいただきました。生徒たちは真剣にその話を聞いていましたが、私の好き

な選手の一人キングカズこと、三浦知良選手もそれを実践している選手です。先日の 26 日に今期の J リーグが

開幕しました。今年５４歳の誕生日を迎えるとは思えない動きは、日々の努力にあります。19 歳でブラジルのサン

トス FC でプロデビューし 1993 年の日本の J リーグスタートから現在まで現役でプレーするただ一人のプレー

ヤー。日本サッカーの顔としてサッカー界を牽引してきたことはご存知でしょう。いくつもの国やチームを渡り歩き

ながら、時に出場機会に恵まれず、周囲から引退という言葉が囁かれても、彼は目の前に現れたチャンスを掴む

ために日々の努力を続け、現在に至っています。なぜ、彼をそこまでさせるのか、その理由は単純に「サッカーが

好き」だからだそうです。しかし、いくらサッカーが好きでもこの年齢までトッププロとしてここまでやれる選手はな

かなかいません。でも、彼は大好きなサッカーを続けるために徹底した食事管理や体のメンテナンス、そして若手

と同じ練習メニューをこなすなど、その姿勢は若手のよき見本となるなど、プロとしてピッチに立つために努力と投

資を惜しまないのです。好きなことをずっと続けていきたいことは、誰しもが思う事でしょう。しかし、続けることは

簡単ではありません。そのために、たくさんの努力と忍耐力が必要であると同時にポジティブな考え方が大切で

す。生徒には、彼のように大好きなことや夢に向かって努力できる人になって欲しいと思います。  

３月の予定  

２日 (火 ) 都立一次発表  １５日 (月 ) 三送会    

３日 (水 ) 職員会議  １６日 (火）  卒業式予行  都立二次発表  

６日 (土 ) 土曜授業  職業講話（１年）         １７日 (水）  職員会議  

８日 (月 ) 芸術鑑賞教室  専門委員会  １９日 (金 ) 卒業式  

９日 (火 ) 古本交換会  中央委員会  ２２日 (月 ) 朝礼  避難訓練  

１０日 (水 ) 都立二次入試  職員会議  ２４日 (水 ) 保護者会（１・２年）  

１１日 (水 ) 校外学習（２年）  ２５日 (木 ) 修了式  大掃除  

１２日 (金 ) 卒業遠足（３年）  ２６日 (金 ) 春季休業日始  



 

 

 

 

 

 

 ２月３日（水）の５校時に、本校１・２年生対象の「オリンピック・パラリンピック教育特別講演

会」が体育館で実施されました。講師は元サッカー日本代表、ＦＣ東京を中心に１８年間の長きに渡

り J リーガーとして活躍された石川直宏氏をお招きして、お話をいただきました。小６でプロサッカ

ー選手を目指してから、３６歳で引退するまでのいくつかの「分岐点（ピンチ）」を大変興味深い話

で進めていただきました。最後のまとめとして「話を聴く（傾聴力）」、「受け入れる（受容力）」など

を挙げられ、「自分に矢印を向ける」つまり自分を見つめ、自分を信じ、自分を大切にしていくこと

の大切さを語っていただき、大変共感のもてるお話をしていただきました。  

 

  

 

 

 

 

  

パワーポイントと使い、分かりやすお話でした       副会長（２年生）のお礼の言葉も立派でした  

 

 

昨年９月の道徳授業地区公開講座では、講演会が延期となっておりましたが、２月６日（土）の３

校時に１・２年生を対象として体育館で実施されました。 TBS アナウンサーの蓮見  孝之（はすみ  の

りゆき）氏を講師に、赤坂にあるＴＢＳ社屋と南青山の赤坂中学校体育館をネットで結び、リモート

の講演会となりました。ウェブカメラで生徒全体を映し出していますが、挙手だとわかりにくいため、

青い画用紙を一枚ずつ生徒が膝に置き、質問の都度、画用紙を挙げてもらいました。テレビ番組の他、

ラジオ番組もお持ちになる蓮見アナ、さすがに流れるようなトークで、あっという間の１時間でした。

この日は午前７時から２時間のラジオ生放送があり、その後の出演となりました。  

 

 

 

 

 

                                          

 

  スクリーンに映る蓮見アナ           蓮見アナと生徒と対面でのやり取り         色画用紙持って挙手をします 

  

                    

 ２月１３日（土）午後１時３０分より、本校体育館で「新入生保護者

説明会」が開催され、小６児童とその保護者の方々が出席されました。

髙松校長の挨拶ではじまり、約３０分間の全体会がありました。その後

は、男女に分かれ体操着の採寸となりました。入学式は４月７日（水）

となります。令和３年度入学生は、第２学年の２学期に新校舎での生活

がスタートする予定です。ご入学を心よりお待ちしております。  

「新入生保護者説明会」も終わりました  

３月の生活目標  「１年間の締めくくりをしよう」 

～1 年間の成果と課題を振り返り、新年度の準備をする～  

元サッカー日本代表  石川直宏氏  特別講演会  

「ＴＢＳ×赤坂中学校」  特別ホームルームをリモートで実施   



 

 


